
マラルメ研究　　その皿

一一扇一

中　村衣子

L’inverse：sont，　en　un　reploiement

noir　soucieux　d’attester　1’6tat　d’esprit

sur　un　pohlt，　fou16s　et　6paissis　des

doutes　pour　que　sorte　une　splendeur

d6finitive　simple．（‘‘Le　Myst6re　dans

les　Lettres”）

　　　　　　　　　　　　　　　　　●P　始めに

マラルメが1894年英国で行った講演に手を加えて翌年出版したr音楽と文芸』

においては，本質的な事柄が，やや平易な言葉で語られていて興味深い。それに

よると，「この宇宙には，あらゆる点からあらゆる点に縦横に引かれた観念の線

＜1，0mnipr6sente　Ligne　espac6e　de　tout　point　a　tout　autre　pour　instituer

rid6e＞1㍉があり，それは揺れ動く＜variations＞をもっている。この＜variations＞

を＜fixer＞することが，詩を書くということであるζ）さらに，このことは次のよ

うにも言い換えられている。「我々の精神に何気なく触れてくる事物の像や数くles

aspects　et　leur　nombre＞を比較すればよい。様々のアスペクトの交差する点に

は，美しい何らかの姿くrambig嘘6　de　quelques　figures　belles》が現れる毫）」こ

の何かの告知を与えるアラベスクの全体を常日頃，書き記さなければならない，こ

のようにして事物相互の関係を把え，自分の魂の状態に合わせ，その魂を思うまま

に拡大して，世界を単純化することが人間に出来ることである1）と言う。

このような姿勢で事物に対面し，その意味を問うマラルメにとって，日常世界で

彼の視線に留まる単純素朴な事物である扇＜6ventai1＞の光景が，彼の精神にどの

ような姿を映したか，即ち，彼の思考，詩的思考においてどのような構図を取り得

たか，その照応関係について，扇の登場する詩の考察において，考えてみたい。こ

のことによって，マラルメの扇の姿が明るみに出されると同時に，それと照応され
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る彼の詩的思考の一様相が確認されるであろう。こうして，いわばマラルメの日

常性と観念的思考との相関関係の中に立ち現れる，マラルメの詩的夢想の一つの在

り方を垣間見ることが，本論の主旨である。

さて，いわゆるマラルメの「危機」，不毛の年（1866，7年頃）の後，数年を経

て1871年パリに居を移して以来，彼は生涯かけたr綜合的著作』の計画を持続さ

せる一方で，多様な活動に赴く。1874年の約一年間，婦人向けの社交とモードの

個人雑誌r最新流行』を，数々の匿名を用いて執筆・編集・刊行したことは，その

ような活動の一つであるが，また，後に『折ふしの詩句』として娘夫妻により編集

された彩しい数の短詩類を，肉親知人に贈り届けたりもしている。このr折ふしの

詩句』において「扇」という総題の下に集められた短詩群，及び，死の直前にマラ

ルメ自ら自作を厳選して配列構成したデマン版rS．マラルメ詩集』（1899年）に

収録された二つの扇の詩の考察により，上記の問題を考えたいと思う。

亜　扇への関心

ところで，詩の考察にはいる前に，扇に関してなされたマラルメの言及を，幾つ

か見ておきたい。

先ず，1880年代90年代に発表された散文の集大成rディヴァガシオン』にお

いて「書物について」の総題の下に収められた「陳列」，これは，1892年英国の

新聞『ナショナル・オブザーヴァー』に発表されたものであるが，この中で，扇に

ついて以下のように書いている。

［．．．】1’6velltai1【．．．】cette　autre　aile　de　papier　plus　vive：infiniment　et　som一

maire　en　son　d6ploiement，　cache　le　site　pour　rapporter　contre　les　16vres　une

muette　fleur　petnte　comme　le　mot　intact　et　nul　de　la　songerie　par　les　batte一

ments　apProch6．

Cet　isolateur，　avec　pour　vertu，　mobile，　de　rellouveler　1’illco掩science　du

d6Hce　sans　cause．5）

扇という，この（本よりも）一段と活発な紙の翼は，拡げると無限にしかも簡略

に風光を隠し，その羽ばたきにより近づく完全無欠のしかも何物でもない夢想の語

の如き描かれた一輪の花を唇に向かって運び返す，この絶縁体は，自らに備わる力

として動きながら，原因のない無上の歓びという無意識状態を繰返し蘇らせる，と

扇は定義されている。

また同じく『ディヴァガシオン』の中の詩論，1896年rラ・ルヴュ・ブランシ

一261一



ユ』に発表された「文芸の中にある神秘」において，

【…　　1　1’6nigme，　elle　ne　tranche，　par　un　coup　d’6venta皿　de　ses　jupes：

〈Comprends　pas！〉【．．．】．6）

エニグム，謎かけというこの女の「わかってないのね」と言わんばかりに何一っ

はっきりしたことを言わないという行為の中で，扇のようにスカートで風を送る様

が表現されている。

次に，前述のモード雑誌r最新流行』では，1874年9月6日号の「モード・宝

石」欄にマルグリット・ド・ポンチという筆名で，腕輪＜bracelet＞の話題に続い

て，マラルメは何気なく扇に触れている。

【．．．】rien　ne　vaudra　jamais　un　6ventail，　riche　tant　qu’on　voudra　par　sa

monture，　ou　meme　tr6s－simple，　mais　pr6sentant，　avant　tout，　une　valeur

id6ale．　Laquelle？　ceUe　d’une　peinture：ancienne，　de　1’6cole　de　Boucher，

de　Watteau　et　peut－etre　par　ces　Maitres；moderne，　de　notre　collaborateur

Edmond　Morin．7）

ブッシエ，ワトーなど18世紀ロココ芸術との関連において，何物も扇ほど価値

のあるものはなく，その組み立てにおいて豊かであり，単純だが理想的な価値を示

す，と女性のおしゃべりの口を借りて扇は，語られている。

さらに，実は前述した幾つかの扇の詩以外の詩篇において，＜6ventai1》ないし

それに類する語が，興味深く現れている。共にデマン版『S．マラルメ詩集』に収

録された，その二っの例を次に挙げたい。

1862年に＜Placet＞と題されrパヒ゜ヨン』に発表された初期の詩，「徒な願い」

における，Am・u・ai16　d・un　6。，nt。il　8）（扇の翼に飛ぶ愛神），

1890年，マラルメの友人の画家ホイッスラーが主宰していた譜誰味の濃い新聞

とされている英国の『旋風』と，ベルギーの雑誌『ワロニー』に同時に発表された

「ホイッスラーへの私信」における，que　puisse　rair／De　sa　jupe　6venter　whistlerg〕

（ホイッスラーを，（踊り子の）スカートから出る風でそよそよと煽ぐために），

という二例がある。

このように，荘重に暗示深く，あるいは，軽やかに遊戯的に，マラルメに処々に

現れる扇＜6ventai1＞への関心が，数々の扇の詩におけるイマージュの変奏の重ね

合わせを通して，どのように明確に透かし眺められ得るかを見てゆきたい。
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皿　扇の詩

先ず，デマン版rS．マラルメ詩集』における最初の扇の詩「マラルメ夫人の扇」

を考察したい。この考察は，本小論の主旨に従って問題となる点を中心にのみなさ

れるが，以下，詩の考察については同様である。

Eventai1

dεMαdα配εル∫α〃αア〃z乙

Avec　comme　pour　langage

Rien　qu’un　battement　aux　cieux

Le　futur　vers　se　d6gage

Du　lo9奮tr6s　pr6cieux

A∬etout　bas　la　courri6re

Cet　6ventail　si　c’est　lui

Le　meme　par　qui　derri6re

Toi　quelque　miroir　a　lui

Limpide（oh　va　redescendre

Pourchass6e　en　chaque　gra血

Un　peu　d’血visible　cendre

Seule註me　rendre　chagrin）

Toujouπs　tel　il　apPalaisse

Ent・e　tes舳ns　sans　p肛esse．1°）

この詩において，扇は翼＜aile＞となり，天空を目指す羽ばたきくbattement》

として古巣を離れる未来の詩と結ばれる。ひそやかな＜courri6re＞＜messager＞

使徒としての＜ane＞は，鏡の想念を喚ぶが，その鏡は「輝いた」過去のものであ

り，また「眼に見えない灰が少しずつ吹き飛ばされて沈んでゆくであろう」未来の

ものであるII）扇を透かしてこの＜quelque　miroir＞縁取りのない「何らかの鏡」

マラルメの意味するところの「不在化された鏡」が明滅する。この鏡の光の明滅の

中で，「もしそれがそれであるなら」と，現在性を免れた仮設の扇が，＜aile＞と

して羽ばたく。マラルメにとっては，事物は現在性を帯びている限り不純であった乎）

＜aile＞によるこの無限定の流動が続いてほしい，空の彼方への羽ばたきであり続

けてほしい，と終りない扇の振動が空間の中で続く様が現れたシェイクスピア型ソ
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1

ネで，最後の二行は，想念のまとめの如き感をもっている。これは，もと扇面に書

かれたものであり，1891年『ラ・コンク』には，単に＜Eventai1＞と題されて発

表された。

自らを映す「鏡」，燃えつくされた後に残る「灰」は，「空間」と共にマラルメ

独自に詩的意味を担うものである。主に「エロディアード」「イジチュール」等の

考察の上で詳細な深求がなされ得るであろう。

次に，続いて同詩集に配列された「マラルメ嬢の扇」を考察したい。

Autre　Eventail
dε　ル血（1εη10ご∫εZZe　ルfαZZαア配《を

Oreveuse，　pour　que　je　plonge

Au　pur　d61ice　sans　chemin，

Sache，　par　un　subtil　mensonge，

Ga∫der　mon　aile　dans　ta　main．

Une　ffaicheur　de　cr6puscule

Te　vient査chaque　battement

Dont　le　coup　Prisonnier　recule

rhorizon　d61icatement．

Vertige！Voici　que　frissonne

respace　comme　un　grand　baiser

Qui　fou　de　naitre　pour　personne，

Ne　peut　jail血ni　s’apaiser．

Sens－tu　le　paradis　farouche

Ainsi　qu’un　r辻e　enseveU

Se　couler　du　co㎞de　ta　bouche

Au　fond　de　l’unan㎞e　ph！

Le　sceptre　des　rivages　roses

Stagnants　sur　les　so廿s　d’or，　ce　1’est，

Ce　blanc　vol　ferm6　que　tu　poses

Contre　le　feu　d・un　bracelet．13）

この詩においては，マラルメの特に愛好した時間，「夕暮れ」，すべてが終りまだ

何も始まってはいない黄金＜or＞14）の時，「夕暮れ」に，やはり＜aile＞となった扇
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が，その「羽ばたき」＜battement＞により空間を喚ぶ。＜horizon＞は少しずつ

＜fraicheur＞の動きにより連動し，その連動が合体を目指す。＜grand　baiser》と

して，合体を求めて現れた＜espace＞は，しかし同等の相手を見出せず生れ得な

い。rほとばしり出ることも鎮まることも出来ない」行く先のない＜grand　baiser＞

から作られた近づきがたい＜paradis＞は，包みかくされた微笑く血e＞として扇の

一様の襲＜pH＞に吸収される。閉じられ留まる扇，自分自身に重なるくph》，

＜ce　blanc　vol　ferm6＞は，今，黄金のタベの薔薇色の岸辺に浮かぶ王笏くsceptre》

と化して，腕輪＜bracelet＞の火＜feu＞と共に輝きを放つ。瞬間の夢想の国の支配

の輝く＜sceptre＞として＜fixer＞される。この暗く美しく流れゆくオクトシラ

ブルのオードは，二節目の意味の高まりと消失を経て，五節目で＜ce　1’est＞

＜bracelet》と特異に豊かな押韻を伴い，無声摩擦子音［S］の＜alht6ration＞を響

かせながら，＜bracelet》とのくoo－scintillation》中で結晶する。これも扇面に書

かれたものであるが，1884年rラ・ルヴュ・クリティック』においても，1887

年の初版詩集においても，単に＜Eventail＞と題されていた。

ここに見られる「空間」と「愛」の想念，宝石の＜feu＞，「微笑」は，また深く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「}ラルメの詩想を担い，詳細な研究がなされ得るものである。

次に，マラルメの死後，1920年，娘ジュヌヴィエーヴとその夫エドモン・ボニ

オ氏によって整理・編集されたr折ふしの詩句』において，F扇」の総題の下にま

とめられた短詩群｝5）17の4行詩と一っの二行詩について考察したい。これらは，

扇面に書かれ，肉親知人達に贈られたものである。

先ず，本論の主旨に即して，特に興味深い詩を七篇と，他の詩の幾つかの部分を

取り出してみると以下の如くである。

II　　　　　　　オM〃εσ．騒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Jadis　fr61ant　avec　6moi

Ton　dos　de　licorne　ou　de　f6e

Aile　ancienne，　donne－moi　・

1／horizon　dans　une　bouff6e．

III

Bel　6ventail　que　je　mets　en　6moi

De　mon　s6jour　chez　une　blonde　f6e
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Avec　cette　aile　ouve1寸e　am6ne－moi

Quelque　6ternelle　et　rieuse　bouff6e．

V

Toujours　ce　sceptre　oh　vous　etes

Bal，　th6atre，　hier，　demain

Donne　le　signal　de　fetes

Sur　un　voeu　de　votre　mah1．　　　　　　　　　・

VII

ノ1　ル111ε　σ8ηθyご2りθ　物〃αア〃2f．

La－bas　de　quelque　vaste　aurore

Pour　que　son　vol　revienne　vers

Ta　petite　main　qui　s’ignore

J’ai　marqu6　cette　aile　d’un　vers．

IX
ノi　ルfη2ε　（7θ0㎎θ∫　1～0｛ゴθηわα（カ．

Ce　peu　d’aile　assez　pour　prosch】β

Le　souci　nu6e　ou　tabac

Am6ne　contre　mon　sourire

Quelque　vers　tu　de　Rodenbach．

XV
オ　ル1η2ε　σ7αyo11θム

Palpite，

■　　　　　　　　　　Aile，

mais　n’arrete

Sa　voix　que　pour　brillamment

La　ramener　sur　la　tete

Et　le　sein

en　diamant、

X・VII

∠4　ル1〃2ε　61e　R．

Ferm6，　je　suis　le　sceptre　aux　doits
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9

Et，　contente　de　cet　empire，

Ne　m’ouvrez，　aile，　si　je　dois

Dissimuler　votre　souhre．

1．　　　　A丑eque嬉paradis　6hre

XI．　　Avec　la　bdse　de　cette　aile

XII．　Aile　que　du　papier　reploie

XIV．　Aile　du　Temps　tu　te　refermes

XVI．　Aile，　mieux　que　sa　main，　abrite

18の短詩のうち，12の詩において，扇はくaile》として現れ，またその閉じら

れた姿，＜sceptre＞と化しあるいはくdiamant》において輝く。

扇の＜aile＞は，空間，＜horizon＞（皿），＜cie1＞（XIV），＜quelque　vaste

aurore＞（VII），＜cet　empke＞（XVII），＜quels　paradis＞（1），と関連づけられ，

＜bouff6e＞（n，皿），＜brise》（XI）を介して，＜amener＞（皿，　IX），＜ramener＞

（XV），＜revenir》（VII），＜reployer》（XII），＜palpiter》（XV）と，扇の往復運

動によって，少しずつの相互浸透を繰返す。そして閉じられ留まる＜aile＞は，

＜sceptre》と化して＜empire＞を支配し（XVII），「詩人の思うがままの孤独な祝

i祭」である＜fete＞を司どり（V），また，中央で宝石の＜diamant＞と共に輝き固

定する（xv）。

ところで，ここでもマラルメが独自の使い方をする「何らかの」＜quelque＞とい

う，現在性を帯びない不限定の一種の冠詞に，しばしば縁取られていること（III，　VII，

IX）や，多く命令法や条件節を伴う，いわば現在性を帯びない仮設の表現としてあ

るこど（1，II，　III，　VI，　X，　XI，　XV，　XVII），いついかなる時でもという不限定の時

問をもっこと（V）が，顕著な特徴と思われる。

また，前の詩同様，マラルメにおいて夢想と関連する「微笑」，及び夢想自体の

気分が漂うことも（＜Ton　dos　de　hcome　ou　de　f6e》（1【），＜une　blonde　f6e＞

（皿），＜Quelque　6temeUe　et　rieuse　bouff6e＞（皿），＜Amene　contre　mon

sourire＞（IX），＜Dissimuler　votre’souhre＞（XVII），＜reverie＞（VIII），＜Ton

rire　qui　sait　rever＞（XIII），＜souriante　et　farouche＞（XVIII））注目され得る。

さらに，前の詩同様，これらの詩においても，人間の体の現れが，その部分，頻繁

には手，指，＜main＞（V，　VII，　XIV，　XVI），＜doigts＞（XVII）（その他＜dos＞

皿，＜tete，　sein＞XV，＜front＞X）であり，かつ，それらがことさら描写され

ない時，この＜m6tonymie＞は，ただ扇の姿を巨大に空中に息づかせるのに効果的
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であると言えるであろう。

それぞれ語られる内容らしい内容は特にはなく，前記の往復運動を示す動詞の他

には，＜fe㎜er＞＜ouvdr＞（XVII），＜se　refermer＞（XIV），＜arreter》（XV）

や＜fr61er＞（m，＜effacer》（XI），＜dissimuler＞（XVII），＜abriter＞（XVI），

＜carresser＞（X），＜battre》（XII），＜donner＞（H，　V）等，扇の開閉及びそのた

めの運動ないし，それらの時それらにより生じる運動を示す動詞が見られるなど，

扇の振動，停止，開閉にまつわる状態のみへのマラルメの執拗な関心が，うかがわ

れる。

IV　扇の現れとその背景

このような扇をめぐってのイマージュの変奏において，扇は，マラルメの視線に

よって，その部分的性質である「フォルムと運動」としての＜aile＞の姿で，分離

抽出されて現れていると言えるであろう。具象的な描写は退けられ，マラルメの

視線により，扇のもついわば単に偶有性というべきものが，部分拡大され現れてい

ると言えるであろう。

ところで，このようなくaile＞が，また二っの様態としてマラルメの関心に留ま

っていることに注目したい。その一つは，開かれ振動を続ける扇としての《虹le＞

であり，他の一つは，それ自身の内部に折りたたまれた襲くpli》としてある閉じら

れ留まる＜aile＞である。開かれ運動する＜aile＞は，＜vol，　envo1》「飛翔」し，

＜battement，　vibration＞「振動」し，＜va・et－vient＞「往復運動」するものとし

て現れ，閉じられ留まる＜aile＞は，＜sceptre＞「王笏」と化し固定し，＜diamant＞

「ダイアモンド」と一体化して，瞬間の輝きを放つ。

さらに，これらの現れが，広大な空間と，扇の振動及び扇との連動により，少し

ずつの相互浸透を続け関係を保っていること，また，特徴として時間的に過去と未

来の仮設としてあり，現在化していない時をもつこと，さらに，同様にマラルメの

詩的思考にとって極めて貴重な意味を担う事象，鏡，灰，愛，微笑，夢想，祝祭の

背景の中に持ち手の人間の支配から離れ大きく息づいていることが注目され得る。

この空間，時間，幾つかの上記の事象については，それぞれ相互に関連を保ちな

がら，マラルメの詩的思考において詳細な探求がなされなければならない。このぞ

れそれにその歴史をもち絡み合う詩的要素については，今これを詩的背景として置

き，本小論では，マラルメの関心に即した扇の二つの現れの仕方から，論を進めて

ゆきたい。
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V　詩的思考の一様相との照応

このような詩的背景において二つの様態を持つ＜aile＞というマラルメの関心と，

彼の詩的思考の一様相とのひとつの照応関係について，ここで探求したい。マラル

メによれば，「現実は何かの暗示16㍉であり，　「語るということは，事物の現実に

対して，交換的にしか関係をもたず，文学にあっては事物に対して＜allusion＞を

作ること，あるいは，何らかの観念くquelque　id6e》が全体の中にその一部として

組み入れるような事物の特質を分離抽出すること17）」が問題であるということであ

るが，この時，今，執拗に繰り返されるこのマラルメの関心に応じたこのくaile》

の姿から，そのような特質について即ち，「交換関係」を探求することが可能であ

ると思われる。．

実はマラルメには様々の＜aile＞があった。

Le　vers　va　s，6mouvoir　de　quelque　balancement，　terrible　et　suave，　comme
r。，ch・、tre，　a丑・tendu・；【＿1．18）

詩句は，＜aile＞翼を一杯に張って恐ろしく甘美なくquelque　balancement》をも

って，自ら感動するであろう，というこの文章のくaile》もあり，また，「危機」

の時「非人称」＜impersonne1》への戦いがその上で行われたという骨張った翼
＜aile　osseuse＞19）もあり，文学の高度の翼の戯れとして表現されたくjeu　d’aile》20）

もあり，さらに当然，鳥，白鳥をも，＜plume》をも想起させるくaile》もある中

で，今この扇のくaile》をめぐる執拗なマラルメの関心の在り方に即して，即ち扇

の＜aile＞の二つの様態に従ってその意味をみてゆきたい。

扇の運動する＜aile＞が，その瞬間においてくvo1，　envo1》であり，その持続にお

いて＜battement，　vibration＞であり，その持続の性質においてくva－et・vient》，

「行き同じだけ戻る」往復運動である時，それは，それらの抽象性において，マラ

ルメの詩的思考の数々の表現における同価値の様相と照らし合わされ得る。その例

を今，一，二例ずつみてゆきたい。

先ず＜vol，　envo1＞「飛翔」，これは，マラルメの「詩」に関わるものの一つの

性質及び形象として実に多く，様々に現れているものであるが，今，他の具体的事

象と関連をもたない端的な表現におけるそれを挙げたい。

【．．．】elle（Po6sie），　toujouls　restera　exclue　et　son　fr6missement　de　vols
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autre　part　qu’aux　pages　est　parodi6，［．．．】

工’6crit，　envol　tacite　d，abstraction，　reprend　ses　droits　en　face　de　la　chute

des　sons　nus：［．．．】．21）

＜Po6sie》，「詩」は，飛翔＜vol＞の羽ばたきをもっものであり，また書い

たものは，抽象の無言の飛翔＜ervol＞であると言う。

ここに既に，次の概念「振動」が現れてもいるが，続いてより明確な表現における，

＜vol，　envo1＞の持続，＜battement，　vibration》「振動」の概念の表現の考察に

移りたい。

Aquoi　bon　la　merveiUe　de　transposer　un　fait　de　nature　en　sa　presque

disparition　vibratoire　selon　Ie　jeu　de　la　parole，　cependant　；si　ce　n’est　pour

qu・・n　6m・n・，・an・1・gen・d・un　p…h・・u・・n・・et・apP・1，1・n・ti・n　pu・e．22）

このあまりに有名な文章において，詩語が，一たとえば「花」という語があら

ゆる花束に不在の甘美な花としての一そのくnotion　pure》「純粋観念」を放射す

るのは，詩語のくvibration》によってである，と詩語の消滅への振動が見られる。

Autre　chose．．．　ce　semble　que　1’6pars　fr6missement　d，une　page　ne

veuille　sinon　sulseo廿ou　palpite　d’impatience，　a　la　possibilit6　d’autre
chose．23）

また次のこの文章においては，＜autre　chose＞，即ち「詩」の求める「何か別な

もの」に至る時の，書物のページの「振動」が表現されている。

そして，それらの「振動性」は，それのもつ性質としての相互交換性，推移転

換，置換の継起・継続，また言い換えれば，ある傾斜とそれに対する反動，具体的

事物による表象としての「振子」運動として，即ち，単純にかつ永遠に，それ自体

の力によって持続する自己培養の内的運動として，マラルメの詩的関心に映ると言

えるであろう。その様子を以下に見てみたい。

1／oeuvre　pure　㎞phque　la　disparition　610cutoire　du　po6te，　qui　c色de

1’initiative　aux　mots，　par　le　heurt　de　leur　in6galit6　mobilis6s；ils　s’allument

一270一



de　reflets　r6ciproques　comme　une　vtrtue皿e　train6e　de　feux　sur　des　pierreries，
1．．．】．24）

一L6s　mots，　d’eux－memes，　s，exaltent　a　mainte　facette　reconnue　la　plus

rare　ou　valant　pour　1’esprit，　centre　de　suspens　vibratoire　；qui　les　pergoit

ind6pendamment　de　la　suite　ordinatre，　projet6s，　en　parois　de　grotte，　tant

que　dure　leur　mobilit60u　pr㎞cipe，6tant　ce　qui　ne　se　dit　pas　du　discours：

prompts　tous，　avant　extinction，　a　une　r6ciprocit6　de　feux　distante　ou
pr6sent6e　de　biais　comme　contingence．25）

【．．．】dans　le　po6me，　les　mots－【．．．】一∫εアθ刀乙∫εη’1θ∫㍑η35μ〃θM班アθ∫

脚9面ραZα々アθηθρ1雄αyoか1θμr　cOπ1θ躍ρ70P7θ，η2αfM’ε’7ε卿θ1θ∫∫Zαη∫∫一

伽、d・。・，8。配鷹26）

以上において，詩人が語りながら消滅した後の詩内部の詩語の状態，宝石の火

を想わせる相互反射による運動＜ns　s’allument　de　reflets　r6ciproques＞（24），

相互交換的振動，置換＜avant　extinction，　a　une　r6ciprocit6　de　feux＞（25），

相互反射による推移（26番イタリック体の部分）が見られ，さらに，

【．＿】des　motifs　de　meme　jeu　s’6quilibreront，　balanc6s，　a　distance，【．．．】．

Tout　devient　suspens，　disposition　fragmentaire　avec　altemance　et　vis一註一vis，

concourant　au　rythme　tota1，　lequel　serait　le　po6me　tu，　aux　blancs；seule一

ment　traduit，　en　une　mani6re，　par　chaque　pendentif．27）

一つの作品の内部の「等価な幾っかのモティーフ」は，相互に交互に向い合い

＜avec　altemance　et　vis－a－vis》，均衡をとり振動しながら＜balanc6s＞，＜b

po6me　tu＞「沈黙の詩」を支えている様子がここで表現されている。

また今や貴重な資料となった以下においては，

【．．．】C’est，　titre　d’une　interminable　6tude　et　s6rie　de　notes　que　j’ai　l註sous

la　main，　et　qui　r6gne　au　dernienieu　de　mon　esprit．　Tout　le　myst6re　est　l註：

6tablir　les　identit6s　secr6tes　par　un　deuxきdeux　qui　ronge　et　use　les　objets，

au　nom　d・une　centrale　puret6．28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

＜centrale　puret6＞「中心の純粋」のために，次々と同一性を打ち立ててゆくと

いう置換・転換の継続の相互性が，明晰に語られ，また，
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faite　d’une　double　identit616quation　ou　id6e　l　si　ceci　est　cela　l　cela　est

ceci29）

この資料においては，同一性の立証が，相互交換性の＜balancement＞において

明示されている。

また，次のように，

Te丑e　portion　incline　dans　un　rythme　ou　mouvemellt　de　pens6e，　a　quoi
s・oPPose　tel　contradicto廿e　dessin：【．．．】．30）

一つの傾斜が別のそれに対抗する傾斜をよぶというこの精神の構図や，『イジチ

ユール』における，「時」の生成を刻むと同時に廃滅を刻み続ける，単純に永遠に

自己内部で養われ続いてゆく振子時計の＜balancement＞往復運動，＜va．et－vient＞

への執着もここで想起されるであろう。

このようなマラルメの詩的思考及び精神に顕著に認め得る，飛翔，それによる振

動性，そこにおける往復運動，即ち単純に永遠にそれ自体によって持続し得る往復

運動である振動の様相を，今このマラルメの扇，それ自体のカとして動き，『折ふ

しの詩句』において開いている限り動き続け，『マラルメ夫人の扇』において揺れ

動き続けるよう願われた扇，一輪の無言の花を唇に運び返すというマラルメの扇，

の振動性に重ね合わせ透かし見ることが出来ると思われる。

それでは，この時，それ自体の内部に閉じられた＜pli＞，閉じられ留まる扇の

＜aile＞，その組立てにおいて豊かであるというマラルメの扇のくaile》は，それが

夕暮れの黄金に浮ぶ＜stagnation＞，瞬間の幻影の白い即ち純粋な輝く固定であっ

た時，それは，彼の詩的思考においてどのような想念の関連を持ち得るであろうか。

実は既に見た引用の22，23，25，27，28番において，それぞれ振動性の只中に目

指されたある中心というべきものがある。それは＜notion　pure＞，＜autre　chose＞

により暗示されるものであり，より明確には＜centre　de　suspens　vibratoire＞

「振動性をもつ宙吊りの中心」でありくle　po6me　tu》「沈黙の詩」でありくcentrale

puret6＞「中心の純粋」，＜etre》（＜C’est》）自体と表現されたものである。

Pour　moi，1a　Poesie　me　tient　heu　de　l’amour　parce　qu，ene　est　6prise　d’eUe一

meme　et　que　sa　volupt6　d’eUe　retombe　d6hcieusemellt　en　mon　ame；
【．．↓31）
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【．．．】」’aime　les　roses，　j’aime　l’or　du　soleil，　j’aime　les　harmonieux　sanglots

des　femmes　aux　longs　cheveux，θσθyoμd罵αゴ∫’o観coηノ∂ηd7θdαη5ππ
ρ・6伽・わ傭・・！32）

　　　㌻P．．．1un　6clat，　fulgurant，1’instant　de　la　r6surrection　et　des　baisers，　mir6

P訂・h・qu・b顛・u・np・・se・i・nd・t・usse・f・ux．33）

あるいは，上記のように「愛」と「詩」との相関関係において，＜baiser》の瞬間

のく6clat》としてく閃ou》宝石の火くfeu》を通して透かし見られる，と表現さ

れる等，様々なところで様々なニュアンスをもって，相似た表現が，この同等の概

念に与えられているのであるが，最も全体的な表現として次の文章を引用したい。

Ainsi　lance　de　soi　le　p血cipe　qui　n’est－que　le　Vers！attire　non　moins

que　d6gage　pour　son　6panouissement（1’instant　qu’ils　y　brillent　et　meurent

dans　une　fleur　rapide，　sur　quelque　transparence　comme　d’6ther）les　mille

616ments　de　beaut6　press6s　d’accourir　et　de　s’ordo㎜er　dans　leur　valeur
essentie皿e．34）

それは，「詩」が美の要素を引きよせ同時に解き放つ運動の内に生れる，「エー

テルのような何らかの透明くquelque　transparence》：に浮ぶすみやかな花くfleur
旧冒　一

rapide》の内の輝く幻影と幻滅の瞬間の開花」であり，またそれは，次に続く以下

の文章によるところの，

Signe！au　gouffre　central　d’une　spirituelle　impossib血t6　que　rien　soit　ex一

clusivement　a　tout，1e　num6rateur　divin　de　notre　apoth60se，　quelque　suμ

reme　moule　qui　n’ayant　pas　lieu　en　tant　que　d’aucun　objet　qui　existe：
【．．．】．35）

ネガティヴ

＜supreme　moule＞「至高の鋳型」であるみそれは，また以下のようにも的確に

表現された。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

Lui，　quelqu’un！【．．．】un　fait　spirituel，1’6panouissemellt　de　symboles【．．」

【．．．】le　fictif　foyer　de　vision【．．．】

【．．．】dans　quelque　6cla廿supreme，　d’oh　s’6veille　la　Figure　que　Nul　n’est，
1．．．】．36）
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「視覚の虚焦点」における「精神的事実」であり，＜quelque　6clair　supreme＞

「何らかの至高の稲妻の輝き」の中の「何物でもない姿＜Figure＞の現前の時」で

あり，即ち不在性の現前の時である。マラルメの文芸の「成就の時」は，このよう

に両義的瞬間として表現された。また，この一撃の瞬間の火の輝きの時，毬成であ

り同時に解体であるこの瞬間の固定の時は，その固定のみにおいても，次のよう

に手紙の中でふとした機会に暗示深く表現されもして，マラルメのそれへの根深い

執着を示した。

【．．．】la　m610die　en　est　une　Iigne　fine，　comme　trac6e　a　1’encre　de　chine，　et

dont　l’apparente　fixit6　n’a　tant　de　charme　que　parce　qu’elle　est　faite　d’une

vibration　extreme．37）

詩のメロディーは，中国の墨で書かれたような細い線であり，その見かけ上の固

定＜fixit6＞は，極度の振動＜vibration＞から作られている故に魅力がある，と言

う。

深く常に，ほとんどあらゆる詩的経験というべき時に，マラルメに根ざしたこの関

心，この振動の内の瞬間の幻影としての固定，それ自体として＜fixer＞固定し留ま

り輝くこの時を，今＜Autre　Eventai1＞の最後，折りたたまれた紙の襲の瞬間の固

定における輝き，＜ce　l’est＞「それはそれ」とたたみかけられ＜bracelet＞腕輪の

火くfeu》と共に，白く即ち純粋に，即ち不在の輝く固定をなした夢幻の岸辺の

＜sceptre＞と化した＜aile＞の見事な結晶の中に想起し得ると思われる。また，

r折ふしの詩句』においては，＜sceptre》は，あるいは，この純粋な架構の時，

両義的瞬間に他ならない「詩人の思うままの孤独な祝祭」＜fetes　a　volont6　et

　　　　　38）@　　　　　であるくfete》を司どり，また＜empire＞を支配して現われ，あるsolitaires＞

いは，＜diamant＞，文芸の全き姿の形容として現れもした「ダイヤモンド」39）に

収約され重ね合わされ現われて，振動性の内に固定され輝いている。

ここに，数々の扇の＜aile＞の＜variation＞を通して，一貫したマラルメの関心

に基くマラルメの抽象の視線により現れるこの「揺れ輝き留まる＜aile＞」が，「厳

密な意味で想像力豊かな，抽象的な，従って詩的である精神」＜strictement
imaginatif　et　abstrait，　donc　po6tique＞40）と定義するマラルメにおいて，その詩

的思考との照応関係において，その関係を注ぎ込まれ刻み込まれてよみがえる姿を

見ることが出来ると思われる。
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W　終りに

日常世界において対面し凝視し，その意味を問うたであろう事物，扇＜6ventai1＞

が，今，名指されて，通常の扇，あるいは過去の諸々の扇の事物性から遠く離れ，

全く新しい雰囲気の中にひたって，（＜la　r6miniscence　de　1’objet　nomm6　baigne

dans　une　neuve　atmosph6re＞）41）マラルメにおける固有の姿として，その抽象

性において，詩的想念との関連で充たされ立ち現れる様子を見ることが出来るであ

ろう。扇に流れる想念は，マラルメの関心に従って，執拗にやや断片的な風景の中

で繰返されr折ふしの詩句』の中にあり，また彼自身の選択・構成による49の詩

篇の中の二篇として唯一の詩集，rS．マラルメ詩集』に収められるべき貴重なも

のであったと言えるであろう。

この小論の始めに触れた『音楽と文芸』において，マラルメは次のように語り継

ぐ。

Avec　v6racit6，　qu’est－ce，1es　Lettres，　que　cette　melltale　poulsuite，　men6e

en　tant　que　le　discours，　afin　de　d6fillir　ou　de　faire，　a　1’6gard　de　soi－meme，

preuve　que　le　spectacle　r6pond　a　une　imaginative　comprξhension，　il　est
vrai，　dans　respoir　deゴy　mirer．42）

あの＜quelques　figures＞を垣間見させる光景，そのような光景が，それに呼応

する想像力豊かな抽象的な精神の中に姿を映すということを証明することが，文芸

の在り方に他ならないと続ける時，この描写されるのでなく，非事物化され抽象化

され，ある観念との運動を保ちながら，なおその事物自体における優雅の拝情を

匂わせて振動を続け，留まり輝く＜aile＞と化したこのマラルメの扇は，様々の

＜aile＞，白鳥のくaile》，「無限を宿す，ぜいたくな楽しみを宿す」というレー

スの襲くph》，43）「書物」のページの折りたたまれたくph》＜reploiement＞μ）

宝石箱たる「墓」45）等と，それぞれに事物に応じて変じた様相，アスペクトを輝き交

わし絡み合いながら，世界に拡散し，「宇宙の万象の諸関係の総体46㍉の中に組み込

まれ，そこに充溢してゆく図柄として見ることが出来るであろう。このような関係

において，扇の「揺れ輝き」に，マラルメの詩的思考における本質的属性と言うべ

き動性，相互的動性，振動性とそこに現れる固定，との照応を透かし見ると言う，

マラルメの「抽象の視線」による詩的夢想の一つの切子面＜facette＞が，ここに開

示されるであろう。
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